
































「秋露」の歌群にまとめられた中に入れられていることから、まず、第一に悲秋の歌として詠まれたと考えるべきではあろう。しかしながら、その背景には、七夕の男女の別れや、 『長恨歌』の詩句の、愛する人に死に別れた悲しみなども揺曳されているこ を、十分に考慮しなが 読むべきであ と考え 。
また、本稿で語の表現について分析する中で、伏見院の和歌表現には漢文訓読




































小学館古典文学全集（小島憲之・木下正俊・佐竹昭広校注）では五番歌 頭注「心を痛み―名詞＋ヲ＋形容詞語幹はミ語法と呼ばれ、～が～なので、という意を表す。心 シは胸が締めつけられるように苦しいこと」とあり、こ 「心を痛
み」も、終止形であれば「心を痛し」となる。 『時代別国語大辞典』 （上代篇）では「いたむ」の考察の項目で、
従来、イタムの例とされていた万葉の「そこ思ふに胸こそ痛」 （四六六） 「そ


















































































































ことになり、草木に降りる露が秋の到来を感じさせる景物として扱われていることが読み取れる。しかも の詩句は、 『和漢朗詠集』で「恋」の部に入っている。『和漢朗詠集』入集の詩句は、よく愛誦されたものであり、右の詩句は有名な『長恨歌』の詩句でもあることから、当然、平安・鎌倉期の歌人たちには、こ 詩句が、季節の移ろいから愛す 人のいない喪失を嘆いたものと て認識された 考えられる。
 
七夕の歌群の前に配列され、露が降りることによって、詠歌主体が秋の訪れを






























































































































のように草木の露を人 涙 対応させた例もある。当該歌の第二・三句「草木も心いたむらし」から考えても、秋の到来を草木 悲しんでの涙が露である、 解釈する方が、た かに自然ではあろ 。拙著 執筆した際も 初はそのように考えたが、天の涙としたのは、結句の「露くだる」の表現や、当該歌が『玉葉和歌集』では七夕の和歌の前 配列されてい こ らであ 。
 
『日本国語大辞典』 （小学館）では、 「くだす」 （下・降）について、 「天、空など






































































京極派歌壇で編纂された勅撰和歌集『玉葉和歌集』 （以下、 『玉葉集』 ）入集のこ























「悲秋」という言葉がある。万物が枯れ、冬の衰退へと向かう秋は、悲哀の情をかきたてる。 今から見れば、 当たり前 ことのようだが、 『万葉集』 では、草木が紅葉し彩りを見せる は、春と甲乙つけがたい美しい季節として捉えられた。秋 悲 いものと思うの 平安時代に漢詩から影響を受けた後の発想であった。
 
この歌も、 「悲秋」の発想に基づいている。すべてが衰退へと向かう秋を、
自分が悲しん いるように、草木 秋の到来を悲しんでいるせいか 秋風と露に退色して、やがて枯れ落ちてゆく。漢詩にも、 「悲シキ哉、秋ノ気為ル。蕭瑟トシテ草木揺落シテ変衰ス」 、 「 風蕭瑟トシテ天気涼 。草木揺落シテ露ハ霜ト為ル。…君ガ客遊ヲ思ヒ腸ヲ断ツ」などあるよ に、秋の到来は秋風と露 に弱り、枯れ落ちる草木の様子 よって、認識されるものであった。この歌では、作者も、草木も、涙のような露を降らせ 天も、皆 秋を悲しんでいる いう。
 
 
この和歌（以下、当該歌）が、秋の訪れを悲しむ「悲秋」の発想に基づくもの
との私の見解は、現在も変わっておらず、他の評釈や論文を見てもそれが妥当と考える。しかしながら、この和歌の細部の表現については、まだ検討の余地 あろう。本稿では、拙著での解釈 補足と修正を試みる。
 
 二、 「露くだる」の解釈について
 
第一節での拙著の口語訳と解説について、中村健史氏は、 「伏見院の悲秋歌
:『玉
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